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Ａ．研究目的 

近年、国内では梅毒の増加が続いており、特に

若年層および性産業に従事する女性の増加が問

題となっている。現代の性産業は SNSの普及と
ともに多様化してきていることで、性感染症のハ

イリスク層であるが、正しい知識や情報にスムー

ズにアクセスできる環境にない性産業の従事者

および性感染症の正しい知識や情報が届いてい

ない若年層への効果的な受検勧奨と予防啓発が

喫緊の課題である。 
本研究では、性感染症に関する啓発を通じて、

若年層や女性の SW に対して、性感染症の不安

研究要旨 

我が国のHIV/AIDSでは、その感染経路の多くを性行為による感染が占めている。一方で、近年、
国内では、性感染症が増加しており、特に梅毒については、女性は 20歳代、男性は 20-40歳代を中
心に 2022年は前年比約 1.6倍と急増し、大きな問題となっている。そのため、特に性感染症の正
しい知識や情報が届いていない若年層や、性感染症り患のハイリスク層ではあるが、情報にスムーズ

にアクセスできる環境にない女性のセックスワーカー（SW）に対して、予防行動をとり、検査を受
検するような意識を醸成していくことが重要である。従って、このような対象者への受検勧奨と予防

啓発を行うことが、喫緊の課題となっている。しかし、現代の性産業は SNS等の普及とともに多様
化し、複数の店舗に従事する女性、他職を持ちながら性産業と関わる女性など、従来の受検勧奨が届

かない対象者が増加している。本分担研究では、性感染症に関する啓発を通じて、若年層や女性の

SWに対して、性感染症の不安解消、情報提供、注意喚起・受検勧奨を進めるとともに、HIVを含め
た性感染症に関する情報を効果的に伝達できる手法、現代型の啓発プログラム開発を検討する。 
性産業従事者への支援団体と協力し、今年度は SW 向けポータルサイトのコンテンツを充実し、

SWの性の健康への関心を高めるため、セクシャルヘルスにかかる知識・情報等について、SWのイ
ンタビュー動画や記事を掲載した。SNS を中心に広報展開し、インフルエンサーからも情報発信し
てもらうなど、啓発のためのネットワーク構築を進めている。また、若者向けに作成した性感染症や

梅毒啓発ページを「HIV検査・相談マップ」のサイトに、梅毒をわかりやすく解説した梅毒啓発動画
とともに掲載している。 
今後、知識認知や受検動機につながる現代型の啓発プログラム開発を検討し、その効果について

は、SNS や関連サイトのアクセス評価、性産業従事者へのアンケート調査、疫学調査等の複数の手
法での評価を行っていくことが必要である。 
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解消、情報提供、注意喚起・受検勧奨を進めると

ともに、HIV を含めた性感染症に関する情報を
効果的に伝達できる手法を検討する。 
そして、今後、HIV/AIDSに関する情報や、様々

な性感染症の発生動向等を、迅速かつ適切に伝達

できる手法を確立し、各分担研究で得られる情報

をもとに、梅毒等の性感染症に対する効果的な啓

発プログラム開発を目指す。 

 

梅毒の報告数（感染症発生動向年報）2022年
（速報値） 

2019年、2020年と減少していたが、2021年
は増加に転じ 2022 年は過去最多の報告数で、
2021 年の約 65%増であった。2021 年、女性の
20～24歳の報告数が一番多くなっている。 

 

 
 
 

 
国立感染症研究所データ 

 
Ｂ．研究方法 
１．SW向けの啓発 
  SW向けの啓発に当たっては、支援団体と連
携して対応する。 
性産業従事者に影響力のある複数のインフ

ルエンサーと連携し、啓発のためのネットワー

ク構築を進める。さらに、ホームページ、動画、

複数の SNSなどを利用した、知識認知や検査
受検の動機づけにつながる現代型の啓発プロ

グラム開発を行う。 
 ①SW向けポータルサイトのコンテンツ作成 

サイト「赤い傘」の認知アップを通して、

SWの性の健康への関心を高める。 
セクシャルヘルスにかかる知識・情報等に

ついて、SW のインタビュー動画や記事を掲

載し、SNSを中心に広報展開し、インフルエ
ンサーからも情報発信してもらう。 

  
２．若者向けの啓発 
  若者世代に対して、流行している梅毒につい

て正しい知識と意識の醸成をはかり、検査受検

勧奨につなげるよう啓発資材を作成、発信する。 
 ①性感染症及び梅毒特設ページ等の作成 
本研究の研究代表者による「HIV 検査体制
の改善と効果的な受検勧奨のための研究」で構

築した「HIV検査・相談マップ」のサイトに性
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感染症及び梅毒の特設ページを作成した。 
 
②梅毒啓発動画の配信 

  前後編各約 5 分の動画で、若い世代に親和
性の高い「You Tuber」スタイルを模したアニ
メーション及び実写の医師（本研究代表者）と

の対話スタイルで視聴者に情報提供・注意喚

起・受検勧奨を発信し、「HIV検査・相談マッ
プ」のサイト等に掲載する。 

 
③梅毒啓発冊子の改訂 

 「HIV 検査体制の改善と効果的な受検勧奨の
ための研究」分担研究者：土屋菜歩研究報告参

照：により、男女別に作成していた梅毒冊子を

１冊に取りまとめて改訂する。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究においては、個人情報等、倫理に関わ

る研究内容はなし。 
 

Ｃ．研究結果 
１．SW向けの啓発 

  ①SW向けポータルサイトのコンテンツ作成 
  ポータルサイト「赤い傘」のコンテツに、 
セクシャルヘルスにかかる動画や記事を作

成し、SWの性の健康への関心を高めた。 
 ・セックスワークコミュニティ関係者・サポー

ターによるもの、当事者が関わったもの、

SWASHメンバーらによるものを作成 
 

 
 赤い傘  (akaikasa.net)  
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【主な記事・動画】 
知っとこ！梅毒

https://akaikasa.net/?p=650 
梅毒の感染ってどんな感じ？

https://akaikasa.net/?p=683 
梅毒の予防＆治療

https://akaikasa.net/?p=710 
セックスワーカーの味方メシ①

https://akaikasa.net/?p=765 
セックスワーカーの味方メシ②

https://akaikasa.net/?p=772 
女性スタッフによる女性のための夜間即日検
査・相談（無料・匿名検査）レディースデー
に行こう！https://akaikasa.net/?p=617 
コンビニごはん＆おやつ選びのコツ

https://akaikasa.net/?p=775 
トランスジェンダーのセクシュアルヘルス増
進に向けて 

https://akaikasa.net/?p=883 
AV 新法って、実は AV以外にも適用されるっ
て知ってた? AV 新法の深刻な問題点とは!?   
 https://akaikasa.net/?p=904 
AV 業界で働きたいなら「適正 AV」が安全な
理由とは!? 

https://akaikasa.net/?p=910 
そもそも AV ってなに!? 同人 AV や個撮って
本当に危険なの? 

https://akaikasa.net/?p=918 
シェルターの友だちに聞いてみた！「シェル
ターって風俗で働きながらでも利用できます
か？」 

https://akaikasa.net/?p=927 
風俗と盗撮  

https://akaikasa.net/?p=929 
HIV の予防薬 PrEP ってどんな薬？ 

https://akaikasa.net/?p=932 
あかたスペシャル「セックスワークを安全
に」①https://akaikasa.net/?p=935 

②https://akaikasa.net/?p=939 
③https://akaikasa.net/?p=941 

女性の SWの介入に向けた研究（分担研究
者：塩野徳史）のアンケート調査結果（報告書

参照） 支援団体（SWASH）活動認知度及び
ポータルサイト「赤い傘」の認知度が高くなっ

ていることが明らかになっている。 
 

２．若者向けの啓発 
本研究の研究代表者による「HIV検査体制
の改善と効果的な受検勧奨のための研究」で

構築した「HIV検査・相談マップ」のサイト
に特設ページを掲載した。 

 
 ①梅毒特設ページの掲載 
「梅毒って、なに？」 

   梅毒 Q&A の項目でイラストを多く取り
入れ、若者世代に対して、簡潔でわかりや

すい内容で作成し、梅毒啓発動画にもア

クセスできるようにした。 
・パソコンとスマートフォンとにアクセス

できるよう設定した。 
 

 
梅毒って、なに？ (hivkensa.com)  

梅毒ってなに？ページアクセス数 2022年 57,069件 
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2022年 1月から 12月末までのアクセス数は、
57,069件で 11月に 16,731件のアクセスがあ
った。 
 

②性感染症特設ページの掲載 
 「これって、性感染症？」 
 ・主な性感染症を解説。 
 ・症状からどんな性感染症が考えられるか。 
 ・病名をクリックすると詳細説明にリンク 
 ・性感染症の疑問や心配な事に Q&Aで回答 

 

これって、性感染症？｜HIV 検査・相談マップ 
(hivkensa.com) 
 
これって性感染症？ページアクセス数  

2022年 295,522件 

 
2022年は、295,522件のアクセス数であった。 

 
③梅毒啓発動画の掲載 
「気になる梅毒、ドクターに聞いてみた。」 
前編「今、梅毒が流行中？」 
気になる梅毒！ドクターに聞いてみた #1
「今、梅毒が流行中？」 - YouTube 

後編「もしかして？と思ったら」 
気になる梅毒！ドクターに聞いてみた #2
「もしかして？と思ったら」 - YouTube 

   
 ④梅毒啓発冊子の改訂 

  「HIV 検査体制の改善と効果的な受検勧奨
のための研究」分担研究者：土屋菜歩 研究

報告書参照：により、男女別に作成していた

梅毒冊子「もしかして、梅毒？」を１冊に取

りまとめて改訂し、保健所等に配布し、希望

により追加配布を行った。 
 

      
 
Ｄ．考察 
近年、国内では、性感染症が増加しており、

特に梅毒については、2021年、2022年に急増、
女性は 20歳代を中心に増加しており、大きな
問題となっている。 
しかし、特に、性感染症の正しい知識や情報

が届いていない若者世代や、性感染症り患のハ

イリスク層ではあるが、情報にスムーズにアク

セスできる環境にない女性の SW に対して、

予防行動をとり、検査を受検するような意識を

醸成していくことが重要である。 
本研究では、性感染症に関する啓発を通じて、

若年層や女性の SW に対して、性感染症の不

安解消、情報提供、注意喚起・受検勧奨を進め

るとともに、HIV を含めた性感染症に関する
情報を効果的に伝達できる手法を検討した。 
本研究では、性産業従事者への支援団体

と協力し、SW向けのポータルサイト「赤
い傘」のコンテンツ追加・充実を図り、影
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響力のある複数のインフルエンサーが出演

する啓発用動画コンテンツも掲載し、イン

フルエンサーからも情報を発信してもらう

など、啓発のためのネットワーク構築を進

めた。コンテンツ作成に当たっては、

HIV・梅毒等の検査勧奨をメインにすると、
アクセスが期待できなくなるおそれがあるた

め、SWの関心のある話題を絡めた啓発必要
であり、かつ紙媒体の効果は見込みにくいと

考えられた。 
また、若者向けに性感染症及び梅毒啓発ペー

ジを「HIV検査・相談マップ」のサイトに梅毒
をわかりやすく解説した啓発動画とともに掲

載している。 
知識認知や受検動機につながる現代型の啓

発プログラム開発を検討し、その効果について

は、SNS や関連サイトのアクセス評価、性産
業従事者へのアンケート調査、疫学調査等の複

数の手法での評価を行っている。 
 
Ｅ．結論 
本研究では、正しい知識・情報や受検勧奨に

ついて、十分に届いていなかった若年層、女性

の SW 等への啓発方法を検討し、多くの人が

認知し、理解しやすい多様な対策を講じた。課

題となる対象者には、ひとつの方法だけでは

HIV・性感染症の受検勧奨が完結することはな
い。 
今後、知識認知や受検動機付けにつながる現

代型の啓発プログラム開発を検討し、その効果

については、さらに SNSや関連サイトのアク
セス評価、性産業従事者へのアンケート調査、

疫学調査等の複数の手法での評価を行ってい

く。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  特になし 
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